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  １ 学生による授業評価 

 ＜授業評価アンケート実施内容＞ 

                                             （単位：名） 

年 度 学期 
専 任

教員数

実施教員数 

（専任） 

非常勤 

教員数 

実施教員数 

（非常勤） 

授業改善書 

提出教員数 

（専任） 

授業改善書 

提出教員数 

（非常勤） 

平成28年度 

前期 ４７ ４６（97.9％） ４１ １８（43.9％） ４６（100％） １３（72.2％）

後期 ４７ ４７（100％） ５５ ２５（45.5％） ４６（97.9％） １８（72.0％）

（前期１名：休職／後期１名：2017年3月退職） 
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◆授業評価依頼文書①（例示：平成28年度後期：授業アンケート依頼） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「授業についてのアンケート調査」実施要領（平成28年度後期） 
 
                                ＩＲ委員会 

 

 １．アンケート実施期間 

 下記の期間に「授業についてのアンケート調査」を実施してください。 

 

      平成２９年１月６日（金）～１月２６日（木）  

 

 ２．アンケート実施予定票の提出 

 アンケート科目は、後期開講科目のうちの１科目（全授業）です。実技・演習科目も対象 

 科目としていただいて結構です。 

   アンケート実施予定日の前日までに、下欄の予定票に記入し、切り取ってＩＲ委員会の 

   レターケースに提出してください。（アンケート実施予定票はサイボウズからもダウン 

   ロードできます。） 

 

 ３．アンケート実施手順 

 ①授業前に、アンケート用紙（「授業についてのアンケート調査」）の入った封筒を事務室で 

  受け取ってください。（封筒に科目コードが書かれています。） 

 ②アンケート用紙を学生に配付後、黒板に科目コードと自由設定項目２０を書いて 

  ください（追加質問がない場合は不要です）。 

 ③１５分程度の時間を回答に充ててください。 

 ④学生の代表に、アンケート用紙の回収にあたらせてください。重ねる順番は自由ですが、 

  用紙の向きが合っていることを確認させてください。 

 ⑤学生の代表に、所定の封筒に回収したアンケート用紙を入れさせてください。 

 ⑥授業後、その封筒と余りのアンケート用紙を、出勤簿付近の所定のボックスに入れてください。 

 

 ４．授業改善報告書 

 集計結果がまとまり次第、先生方にデータをお渡しします。それに基づいて「授業改善 

 に向けて」（授業改善報告書）を春季FD研修会（予定）受講後、同研修の内容を踏まえて 

 ご提出いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 切り取り線  
平成 28 年度後期 

アンケート実施予定票 
 

                         氏名                 

 

【実施科目】                 

 

 

【実施授業時間】（授業が複数回ある場合はそれぞれ書いてください。） 

                                                                         受講者数 

 Ｊ・Ｓ・Ｃ   年   組   月   日   曜日   ・   時限 （     ） 

 Ｊ・Ｓ・Ｃ   年   組   月   日   曜日   ・   時限 （     ） 

 Ｊ・Ｓ・Ｃ   年   組   月   日   曜日   ・   時限 （     ） 

 Ｊ・Ｓ・Ｃ   年   組   月   日    曜日   ・   時限 （     ） 
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◆授業評価依頼文書②（例示：平成28年度後期：ｱﾝｹｰﾄ結果配付・授業改善書提出依頼） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 平成29年 2月 

 

  教員各位 

 

                             ＦＤ委員長 池 田 

 

  早春の息吹が感じられるようになってまいりました。 

  後期試験も終わり、先生方には年度末へ向けてご多忙の毎日が続いていること 

  と拝察します。 

   さて、1月に実施した授業アンケートの個人別結果の仕分けが終わりましたの 

  で返戻いたします。これまでと同様、授業改善に向けた報告書用紙も同封して 

  あります。改善報告書はすぐにご提出いただくのではなく、３月２４日（金） 

  １０：３０～より開催される、ＦＤ研修会でのワークショップを踏まえご提出 

  いただきますようお願いいたします（研修会にどうしても出席できない先生は、 

  すぐのご提出でも構いません。その場所は、池田ポストでお願いします）。 

 

   提出期限は４月１０日（厳守）とさせていただきます（提出先：返戻用の 

  提出ボックスを用意（３月２４日１０時３０分以降、出勤簿付近に設置します）。 

 

   なお、これからの主なFD活動スケジュールは下記のとおりです。 

 

    １．第２回ＦＤ研修会   ３月２４日（金）１０：３０～  

 

 

  同封資料 

   ・「学生による授業評価アンケート」集計結果（実施全科目分） 

   ・「学生による授業評価アンケート」集計結果（科目または授業別） 

   ・「学生による授業評価アンケート」自由記述欄（切り抜き） 

   ・「授業改善に向けて」様式（サイボウズよりダウンロードできます） 

 

                                     以 上 

 

     ※「授業改善に向けて」は資料封入の透明袋へ入れてご提出ください 
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◆授業評価アンケート用紙 
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◆「授業改善に向けて」用紙（例示：平成28年度後期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「授業改善に向けて」 

作成年月日 年      月      日 

授業科目名（受講者数） （                    名）

担当教員名（所属）                   （                      ）

①当該授業開始前の教育上の目標・配慮 

 

②授業に関する中間アンケートの分析 ③中間アンケートを受けての改善内容 

  

④学期末授業評価の分析 
⑤ＦＤ研修（3/24）を踏まえ、次年度へ 

向けての改善目標・改善内容 

  

※複数開講科目の場合、受講者数は授業ごとに個別に人数を記してください（例： 「95＋110 名」）。 

※②と④の分析は、学生による授業評価を総合的に振り返ってください。学生からの質問の代表的なものに

対して、具体的にお答えいただいても結構です。 
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◆授業評価依頼文書③（例示：平成28年度前期：ｱﾝｹｰﾄ結果配付・授業改善書提出依頼：非常勤講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              平成28年 9月 

 

 非常勤講師 各位 

                            ＦＤ委員長 池 田 

 

 

  初秋の風が気持ちよく感じられる季節となってまいりました。と同時に、 

 後期も開講し、先生方にはご多忙の毎日がはじまったことと拝察します。 

  さて、前期内で実施した授業アンケートの個人別結果の仕分けが終わりまし 

 たので返戻いたします。これまでと同様、授業改善に向けた報告書用紙も同封 

 してあります。 

 

  つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、資料結果に基づ 

 き、同封いたしました「授業改善に向けて」にご記入のうえ、提出いただきま 

 すようお願い申し上げます。 

 

  提出期限は１０月３１日（必着）とさせていただきます。同封の返信用封筒 

 にてご返送ください。 

  

 

  同封資料 

 

  ・「学生による授業評価アンケート」集計結果（実施全科目分） 

  ・「学生による授業評価アンケート」集計結果（科目または授業別） 

  ・「学生による授業評価アンケート」自由記述欄（切り抜き） 

  ・「授業改善に向けて」様式 

  ・返信用封筒 

 

                                 以 上 

 

 

  ※「授業改善に向けて」は同封の返信用封筒へ入れてご提出ください 
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◆集計結果（平成 28 度前期：全体） 
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◆集計結果（平成 28 年度後期：全体） 
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２ 授業公開 

 ＜授業公開週間実施内容＞ 

                                     （単位：名） 

年度 実施期間 
参 観 

科目数 

専 任 

教員数 

授業参観記録

提出教員数 

備考 

（教員内訳） 

平成 

28 

年度 

平成28年 

 11月7日（月） ～25日（金） 
２１ ４７ 

２７ 

(専任25名) 

(非常勤2) 

児童教育：5/21名 

生活：12/18名 

教養：8/9名 

非常勤：2名 

 

◆授業公開週間について①（平成 28 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             平成 28年 10月 31日 

 

 教員各位 

                             ＦＤ委員長 池 田 

 

               お知らせとお願い 

 

  歳末というにはまだ早いものの、何かと気忙しい時節となってまいりました。 

  さて、下記の予定で授業公開週間が始まります。授業力向上のため、自らの授業にたい 

 する他者評価は重要な資料ともなりますので、公開へのご理解、ご協力のほどをよろしく 

 お願い申し上げます。つきましては、教員メールボックス脇に用意した「後期時間割」に、 

 実施予定の授業で公開を不可とする授業の部分のみバツ（×）印をつけていただきますよ 

 うお願いします（一般教養科目等の同時開講科目は、お名前の部分に印をお願いします）。 

  なお授業参観の際は、原則として、事前に授業担当者へ参観希望である旨をお伝えくだ 

 さい（実習にその他による休講等があるため）。また参観は、授業開始時から終了時まで 

 としますが、場合によっては中途参観・退出でも構いません。 

  参観後は、添付の参観感想用紙を11月末日までに指定の提出ボックスへお入れください。 

 

 

                    記 

 

  平成27年度後期授業公開週間   １１月７日（月）～１１月２５日（金） 

 

 

                                              以 上 
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◆授業公開週間について②（平成 28 年度：非常勤講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             平成28年 10月 31日 

 

 非常勤講師 各位 

                             ＦＤ委員長 池 田 

 

               お知らせとお願い 

 

  歳末というにはまだ早いものの、何かと気忙しい時節となってまいりました。 

  さて、下記の予定で授業公開週間が始まります。授業力向上のため、自らの授業にたい 

 する他者評価は重要な資料ともなりますので、公開へのご理解、ご協力のほどをよろしく 

 お願い申し上げます。つきましては、教務課窓口に「後期時間割」を用意しました。 

 出勤簿押印時に確認し、実施予定の授業で公開を不可とする授業の部分のみバツ（×）印 

 をつけていただきますようお願いします（一般教養科目等の同時開講科目は、お名前の部 

 分に印をお願いします）。 

  なお授業参観の際は、事前の講義実施予定の確認をお勧めします。(実習にその他による 

 休講等があるため)。また参観は、授業開始時から終了時までとしますが、場合によって 

 は中途参観・退出でも構いません。 

  参観後は、添付の参観感想用紙を11月末日までに教務課へお渡しください。 

 

                    記 

 

  平成28年度後期授業公開週間   １１月７日（月）～１１月２５日（金） 

 

    概  要：①上記の期間中に授業の参観ができます。９０分間に複数の授業を参観して 

          いただいても構いません。 

         ②期間中は、「授業公開週間時間割」（時間割は教務課でご確認下さい。）に 

          条件が明示されていない限り、授業担当者の許可なく入退室できます。 

 

    参 観 後：①参観者は、「授業参観記録」に感想等を記入し、教務課へ提出して下さい。 

         ②記録用紙は１授業につき１枚の記入となります。 

         ③教務課で記録用紙を回収した後、科目毎にまとめ、授業担当者へお渡しします。 

          （ただし、コピーを１部、ＦＤ委員会で保管します。） 

 

                                                以上 
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◆授業公開について（時間割確認のお知らせ）（平成 28 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業公開について（公開週間お知らせ：学生用）（平成 28 年度） 
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◆授業公開時間割例示（平成 28 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業公開参観記録様式（平成 28 年度） 
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◆授業公開実施報告（平成 28 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 授業公開週間について（報告） 
                                FD 委員会 
○実施期間：平成 28 年 11 月 7 日（月） ～ 11 月 25 日（金） 
○報告書提出者数 

学  科 人 数（昨年度数） 

児童教育学科 5 (7) 
生活科学科 12 (13) 
教 養 学 科 8 (4) 
非 常 勤 2 (0) 
合  計 27 (24) 

 ○参加科目一覧 
教職実践演習 社会福祉論 発達心理学 保育者論 
We Love 鹿児島！ 臨床心理学 栄養生化学Ⅱ 現代社会学 
障害児の教育・保育 疾患看護学 情報処理論 食品学各論 
ビジネス英語 理科基礎 コミュニケーション演習 病理学 
ライフデザイン論Ⅱ 倫理学 企業実務演習 韓国語 
解剖学Ⅱ    

 
・規則変化する動詞・形容詞の復習をしてから不規則変化へと移る内容であったが、練習量もそれにか
ける時間もきちんと確保されており、丁寧な指導だと感じた。学生の取り組みも良かった。 
・全体的に授業構成がよく検討されており、わかりやすく学生からも共感を持って授業参加している姿
がうかがえた。 
・学生に考えさせながら進行する授業構成になっていた。一度解答となるものを推測させてから、取り
組み、解説するやり方は参考させてもらおうと思う。教材準備はとても大変だったと推測する。学生に
対し、一方的にならない授業にするためのヒントをもらえた。 
・教壇の前だけでなく、教室全体を回りながら講義しており、学生が緊張感を持って話を聞いていた。
授業用のスライドと配布プリントが非常にうまく整理されていた。 
・先生の熱意が伝わってくる授業だった。「その人がどう生きてきたか」は本学学生の進路において考え
なければいけない課題だと感じた。 
・実践経験にもとづいた説得力のある事例は、大変説得力があった。学生のおかれる立場をしっかりと
踏まえた上での話で、具体的な内容に富んでおり、あとは受講した側がどれだけ実践するかにかかって
いると思う。 
・難しい内容を丁寧にわかりやすく説明されていた。難解なものを優しく説明できる見識の深さを感じ
た。 
・他の授業で取り入れたものと、見させていただいた授業と合致していて、学生が学修したことをしっ
かりとつなげているという発見があった。 
・映画による「聞き取り練習」が非常に参考になった。効果的なグループワークも見られ、教員が説明
する際、英語を少しずつ説明の中にも入れ込んでいけば、さらに良い授業になると思う。 
・授業の構成、やり方等、自分の授業にとても近い感じがした。学生数やその他の条件等を考慮してい
くと、同じような所におちつくのだなあという印象を受けた。 
・遊びのバリエーションと発想が豊かで、その中で学生の気づきも見られ、学生が講義中に「なるほど」
という「！！」があり、学生自身の発想の転換にもなっていた。 
・いわゆる板書をせず、学生と対話しながら授業を進めているのが印象的であった。先生の問いかけに
対し、学生はしっかりリアクションを取っていて、参加していて楽しい授業だと思った。 
・私もこんな授業を受けたかったと思い、学生がうらやましくなった。発問に対する挙手や発表もあり、
授業者と学生の間のやりとりが良かった。事前に調べ学習もしっかりやってきていた。 
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３ ＦＤ研修会 

  ＜ＦＤ研修会内容＞ 

平

成

28

年

度 

・平成 28 年度第 1 回ＦＤ研修会 

 テーマ：「教育の研究」 

  平成 28 年 9 月 23 日（金）16：30 ～17：30 （南館 304 号室） 

  （講師：児童教育学科 講師 内 田 豊 海）     本学参加者：40 名 

・平成 28 年度第 2 回ＦＤ研修会「第 22 回ＦＤフォーラム報告」 

       （京都：京都コンサートホール・京都府立大学下鴨キャンパス） 

 テーマ：「大学の教育力を発信する～教養教育改革と現代社会～」 

  平成 29 年 3 月 24 日（金）10:30 ～ 11:30 （南館 304 号室） 

  （講師：児童教育学科 講師 内 田 豊 海）     本学参加者：52 名 

・ＩＣＴ「マルチメディア機器」説明・研修会 （南館 401 号室：ＭＭ教室） 

   平成 28 年 4 月 4 日（月）17：30 ～ 

                         （講師：チエル株式会社） 

 

◆平成 28 年 9 月 23 日（金）「2016 年度第１回ＦＤ研修会」 
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◆2016 年度第１回ＦＤ研修会掲示（内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  平成 28 年 9 月 5 日 
 教員各位 
                                   FD 委員長 池 田 
                    お 知 ら せ 

 
 下記の要領で、平成 28 年度第 1 回FD 研修会を開催します。先生方のご参加をお願いします。 
 
                       記 
 
    １．日 時    ９月２３日（金）１６：３０～   ※ 約 1 時間 
    ２．場 所     南館３０４ 
    ３．内 容     １）開会の辞（FD 委員長） 
              ２）学長挨拶 
              ３）FD ワークショップ（予定）  ※ 担当：内田講師 
              ４）閉会の辞（事務局次長兼総務課長） 
              ５）事務連絡 
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◆2016 年度第１回ＦＤ研修会次第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆2016 年度第１回ＦＤ研修会アンケート用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         2016/9/23 
平成２８年度第１回FD 研修会アンケート 

 
   ①本日の研修会について、ご感想・ご意見等ありましたらお書きください。 

 

                              平成28年9月23日 

  教職員各位 

 

                              ＦＤ委員長 池田 

 

 

           平成28年度 第1回ＦＤ研修会 

 

   【内容】 

     １．開会の辞（ＦＤ委員長） 

     ２．学長挨拶 

     ３．ＦＤワークショップ（内田講師） 

     ４．閉会の辞（事務局次長兼総務課長） 

     ５．事務連絡 

  

                              会場 南館３０４ 
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◆2016 年度第１回ＦＤ研修会報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 28 年度第１回 FD 研修会 

 
【概 要】 

 

 教員養成系の再課程認定が迫られる中、「教育を研究しよう」というタイトルのも

と、教員が自らの教育実践を客観的に評価できるよう、これまで教育学で培われて来

た「教育観」「教育評価」「教育実践」などを広く紹介し、その上でいくつかの教育研

究事例を提示した。教育の研究は、教育の質向上に直接寄与するものであり、教育学

とは専門性を異にしていても、自らの専門科目を講義する際、一つの視座となる情報

を提供した。 

 

【アンケート結果】 

 

・これまで教育論文を執筆する際に、足りたいものがどこにあったのか気づくことが

でき、今後の参考になった。 

・短大の中においてグループ分けされる学生の背景にも様々な家庭的事情や価値観が

あることがわかり、今後の学生指導の参考となった。 

・教育学が、大学教育においても実践できる知であることを知った。より深く学びた

いと思う。 
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◆平成 29 年 3 月 24 日（金）「2016 年度第２回ＦＤ研修会」 
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◆2016 年度第２回ＦＤ研修会掲示（内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   平成 29 年 3 月 9 日 
 教員各位 
                                   FD 委員長 池 田 
                    お 知 ら せ 

 
 下記の要領で、平成 28 年度第 2 回FD 研修会を開催します。先生方のご参加をお願いします。 
 
                       記 
 
    １．日 時    ３月２４日（金）１０：３０～   ※45 分～1 時間程度 
    ２．場 所     南館３０４ 
    ３．内 容     １）開会の辞（FD 委員長） 
              ２）学長挨拶 
              ３）FD 研修会報告   ※ 担当：内田講師 
              ４）閉会の辞（事務局次長兼総務課長） 
              ５）事務連絡 
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◆2016 年度第２回ＦＤ研修会次第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆2016 年度第２回ＦＤ研修会アンケート用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            2017/3/24 
平成２８年度第２回FD 研修会アンケート 

   ① 本日の研修会について、ご感想・ご意見等ありましたらお書きください。 
 

                                  平成 29 年 3 月 24 日 
 
 教員各位 
                                  FD 委員長 池 田 
 
             平成 28 年度第 2 回FD 研修会開催要領 
 
                      記 
  １．日時   ３月２４日（金） １０：３０～  ※ 1 時間程度 
  ２．場所   南館３０４  
  ３．内容   １） 開会の辞（FD 委員長） 
         ２） 学長挨拶 
         ３） 第 22 回FD フォーラム参加報告（主催 大学コンソーシアム京都） 
              内田講師 
              質疑応答 
         ４） 閉会の辞（事務局次長兼総務課長） 
         ５） 事務連絡 
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◆2016 年度第２回ＦＤ研修会報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         平成28年度 第2回 FD研修会 

 
【概 要】 
 
 本学より毎年度、大学コンソーシアム京都が主催する FD フォーラムに教員を派遣し、そ

こでの発表のフィードバックを踏まえた FD 研修会を開催している。本年度の FD フォーラム

のテーマは「大学の教育力を発信する」であり、教養教育改革を主眼としていた。そこで本

学における教養教育のあり方を再検討する機会として、これまでの教養教育の歴史と今後の

展望、そして専門教育との連続性を考えながら、大学がどのような学生を育てていきたいの

かを、具体的な授業なども提示しながら検討した。 

 

【アンケート集計内容】 
 
・教養教育のあり方について見直しが進んでいる様子を知ることができてよかった。 
・教養教育の担い手として、「自由を実質化すること」に配慮した授業をしていきたいと 
 思った。本学の教養教育もそのような趣旨で構築していけたらいい。 
・自身の授業でも、学生に考えてもらえるような工夫を取り入れたい。 
・ロウソクの話は面白く、物事を考えさせるための参考になった。 
・考える力をどうやって引き出すかの一例を見ることができ、興味深い研修会だった。 
・大学における教養教育の定義を刷新することが必要なこと、そしてそれにより大学を 
 差別化できるということが印象的であった。 
・教育の可視化は大切だが、どの程度、何のために誰に対して、を具体的に示すことが 
 必要だと思った。 
・教養教育と専門教育を連携し、学生に考える力、実践力を身につける指導ができるよう 
 努力したい。 
・以前は教養部があり、それなりの期間教養教育を受けていて、面白いと思ったことを 
 思い出した。その期間、いろんなことを考えることができたと思う。 
・学生たちが教養科目を興味・関心を持って意欲的に学べるよう履修指導をしていきたい。

・教養教育の改革が必要となっているが、学修効果の評価はどのようにあるべきか、評価 
 法についての説明があればさらに有用であった。 
・「同じ内容でも教え方によって学生の習得される能力が異なる」との内容が印象に残った。

 改めてこの点を念頭に抑えながら、自身の授業評価結果を分析してみたいと考えている。

・授業にも発見や感動が求められるとなると教員のアイディアや頭の柔らかさが求められ 
 大変だと思った 
・長崎大学のモジュールは面白いがそれにより限定的な知識しか習得できず自由度が制限 
 される恐れもあり、私たちに必要なことは何かを考えるきっかけとなった。 
・非常勤講師が担う一般教養科目もあり、その先生方にもいかに本学が求める学生像を 
 伝えていくかも検討する必要を感じた。 
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◆2016 年度ＩＣＴ(マルチメディア設備：MM 教室)説明・研修会 

 

  平成２８年４月４日（月） １７:３０～  南４０１号室（ＭＭ教室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○講義、オープンキャンパス利用風景 
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４ 外部ＦＤ研修会参加 

 ＜参加内容＞ 

平

成

28

年

度 

・第 22 回ＦＤフォーラム（主催：財団法人大学コンソーシアム京都） 

 平成 29 年 3 月 4 日（土）～ 3 月 5 日（日） 

      於：（京都：京都コンサートホール・京都府立大学下鴨キャンパス） 

  テーマ：「大学の教育力を発信する～教養教育改革と現代社会～」 

      参加者： 児童教育学科 講師 内 田 豊 海 

 

◇参加報告（感想） 

 

 ○（講師 内 田 豊 海） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大学コンソーシアム京都が主催する第 22 回 FD フォーラムに、3 月４、５日の二日間参加

した。  
 今年度のテーマは、「大学の教育力を発信する」という内容で、特に教養教育に焦点を当て

たものであった。現在、社会的に要請が高い分野への大学教育の転換が迫られ、文系不要論と

も取れる方向性が打ち出されている。そのような中、大学の教育、特に教養教育はいかにある

べきかが議論された。政策誘導に向かい合いながらも、教学改革は常に個々の大学の主体的な

取り組みが重要であり、そのためにどのようなことが大切なのかが深く議論された。また、こ

こから、全学共通の教養教育の改革姿勢を見れば、その大学の教育力が自ずと見えてくるとい

うことが確認された。  
 教養教育のルーツは、欧米のリベラルアーツを起源とするが、現在の大学の多様性や社会性、

そして受け入れる学生の幅の広さを顧みれば、かつてのエリート教育の根底としての大学教育

における教養教育とは一線を画す必要があり、そのために本学においても、まさに時代に即応

するための教養教育のあり方が求められようとしている。  
 同様に、分科会においては、「教育の多様化の中での女子大学という選択」というテーマの

もと、男女共同が謳われる中、なぜ女子大学なのか、その存在意義について、多様な議論がな

された。現在の社会における女性は、男性よりも乗り越える壁が多く、だからこそ、女子大学

で学ぶべきことを考え直す必要があるという、まさに女子大学の教育力が求められるような時

代になっている。  
○大学の教養教育のあり方を見れば、その大学の教育力がわかる。従来通りのリベラルアーツ

主体の教養教育ではなく、（教養＝大学で身につけるべき能力）との図式のもと、いかなる能

力を大学で身につけさせたいのかを、各大学の教育方針のもと、議論していく必要がある。  
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  ＊ あとがき ＊  

 

 生涯学習社会の主要牽引役である大学として、教育力の絶えざる改善・向上は、

ひとり学生だけでなく、広く社会にたいしてのもはや責務となっている。今日のＦ

Ｄ活動は、大学に課せられたそれら責務に応えるための活動、と位置付けられるべ

きである。もとより大学、とりわけ私立大学には、人的・物的両面においてさまざ

まな差異があり、ＦＤ活動の内容を一律に規定することは避けなければならない。

当該大学のＦＤ活動にとって何が最優先の課題であるか、を見極める必要がある。 

本学には現在、学力的に多層な学生が入学してくる。また入学後の学習への意欲

といった面で、学生間の格差も少なくない。2 回にわたる本年度のＦＤ研修会は、

こうした基本認識を前提として催された。 

9 月の研修会では、学生の学びへの意欲をいかにして高めることができるのかを

テーマとし、ＩＣＴ機材の活用などを通したアクティブラーニングの実践例が紹介

された。3 月の研修会においては、やや高所に立ち、「教養教育」の再構築を軸とす

る大学教育内容の全般的な見直しに関する講話が研修担当教員よりあった。 

上記のトピック的な研修会のほか、例年同様、「授業評価アンケート」の実施、「授

業改善報告書」の提出および「授業公開週間」といった定型的ＦＤ活動も実施し、

本学教育力の底上げを図った。 

研修担当教員およびＦＤ活動に協力いただいた教職員にあらためて感謝する次第

である。 

 

                                ＦＤ委員長 池 田 哲 之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 「鹿児島女子短期大学ＦＤ活動報告書」 

              （2016年度版） 
 

        鹿児島女子短期大学ＦＤ委員会 

              （2017年5月発行） 


